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市
内
で
育
成
さ
れ
た
み
ど
り
の
カ
ー
テ

ン
の
出
来
栄
え
や
効
果
、創
意
工
夫
な
ど
を

審
査
し
て
表
彰
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。

【
期
間
】８
月
4
日
㈪
～
９
月
5
日
㈮

【
対
象
】市
内
在
住
の
個
人
や
団
体

【
応
募
部
門
】個
人
・
家
族
の
部
、団
体
の
部
、

学
校
な
ど
の
部

【
申
し
込
み
方
法
】申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム（
左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）か
所
定
の
用
紙

（
生
活
環
境
課
に
備
え
付
け
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）に
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
の
写
真
を
添

付
し
、郵
送
か
持
参
で
ま
い
づ
る
環
境
市

民
会
議
事
務
局（
生
活
環
境
課
内
、☎
66
・

1
0
6
4
）へ
。

　
３
月
に
雨
天
の
た
め
延
期
し
た
し
ぜ
ん

観
察
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】５
月
24
日
㈯
13
時
～
16
時

【
場
所
】青
葉
山
ろ
く
公
園

【
対
象
】市
内
在
住
の
人

【
定
員
】20
組（
多
数
の
場
合
抽
選
）

【
申
し
込
み
方
法
】5
月
15
日
㈭
ま
で
に
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
生
活
環
境
課（
☎
66
・

1
0
6
4
）へ
。詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
を
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
。

樹
・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
自
然
保
護
・

文
化
財
愛
護
活
動
❖
災
害
防
止
・
救
助
な
ど

の
行
為
❖
小
さ
な
親
切
な
ど
の
行
為
❖
地
域

福
祉
・
動
物
愛
護
な
ど
の
行
為 

な
ど

【
対
象
期
間
】令
和
6
年
10
月
１
日
～
令
和
7

年
９
月
30
日

【
推
薦
で
き
る
人
】20
歳
以
上
の
個
人
か
団
体

（
自
薦
不
可
）

【
推
薦
方
法
】10
月
10
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用

紙（
子
育
て
応
援
課
な
ど
に
備
え
付
け
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、同
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、子
育
て
応
援
課（
☎
66
・
１

０
０
８
）へ
。

�
こ
ど
も
・
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
支
援
事
業

【
対
象
・
内
容
】子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な

成
長
と
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
す
る
団
体

が
、体
験
や
経
験
を
通
じ
て
学
べ
る
場
を
提

供
す
る
事
業
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る

た
め
の
費
用（
学
校
行
事
を
除
く
）

【
補
助
率
】対
象
経
費
の
２
分
の
１（
上
限
額

30
万
円
）

�
こ
ど
も
・
若
者
ま
ん
な
か
活
動
助
成
事
業

【
対
象
・
内
容
】子
ど
も
・
若
者
で
構
成
す
る

団
体
が
、自
ら
体
験
や
経
験
が
で
き
る
事
業
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
た
め
の
費
用（
学

校
行
事
を
除
く
）

【
補
助
率
】対
象
経
費
の
４
分
の
３（
上
限
額

10
万
円
）

【
申
し
込
み
方
法
】５
月
7
日
㈬
～
30
日
㈮
に

　

5
月
26
日
か
ら
戸
籍
の
氏
名
に
振
り
仮

名
が
記
載
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、行
政

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
や
本
人

確
認
資
料
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。戸
籍
に

記
載
す
る
予
定
の
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ

た
通
知
を
、本
籍
地
の
自
治
体
か
ら
順
次
送

付
さ
れ
ま
す
。記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
れ
ば

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、市
民
課（
☎
66・1
0
0
2
）へ
。

　
Jジェイ‐
Aア
ラ

ー

ト

L
E
R
T（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
）で
の
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

訓
練
当
日
は
防
災
行
政
無
線
や
自
動
起
動

ラ
ジ
オ
、ま
い
づ
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、

市
公
式
L
I
N
E
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
日
時
】５
月
28
日
㈬
11
時
ご
ろ

▼
詳
し
く
は
、危
機
管
理
・
防
災
課（
☎
66
・

1
0
8
9
）へ
。

【
対
象
】市
内
在
住
の
20
歳
以
下
で
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
個
人
か
団
体

❖
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
へ
の
奉
仕
活
動 

❖
清
掃
・
除
草
な
ど
の
環
境
美
化
活
動
❖
植

所
定
の
用
紙（
子
育
て
応
援
課
な
ど
に
備
え

付
け
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、同
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、子
育
て
応
援
課（
☎
66
・
１

０
０
８
）へ
。

　
自
治
会
や
団
体
が
行
う
地
域
の
中
で
守
ら

れ
て
き
た
文
化
財
や
伝
統
芸
能
を
後
世
に
継

承
し
て
い
く
た
め
の
事
業
に
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】❖
文
化
財
の
修
理
❖
収
蔵
庫
の
設

置
・
修
繕
❖
無
形
文
化
財（
民
俗
芸
能
・
伝

統
行
事
な
ど
）の
用
具
の
購
入
・
修
繕
❖
無

形
文
化
財
の
映
像
記
録
の
作
成
❖
説
明
板

の
設
置
な
ど

【
申
し
込
み
方
法
】申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
、各
自
治
会
長
宛
て
に
も
送
付
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、６
月
30
日
㈪
ま
で

に
文
化
振
興
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、文
化
振
興
課（
☎
66
・
1 

0
1
9
）へ
。

　

令
和
６
年
度
の
定
期
監
査
や
令
和
５
年

度
決
算
審
査
、健
全
化
判
断
比
率
等
審
査
な

ど
の
結
果
を
公
表
。
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

東
・
西
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、監
査
委
員
事
務
局（
☎
66
・

１
０
８
０
）へ
。

暮
ら
し
の
情
報

　

主
要
地
方
道
小
倉
西
舞
鶴
線
の
4
車
線

化
事
業
の
一
環
と
し
て
、新
し
い
ト
ン
ネ
ル

の
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
供
用
開
始
後
、

既
設
の
ト
ン
ネ
ル
は
通
行
止
め
と
な
り
、拡

幅
に
向
け
た
調
査
が
進
め
ら
れ
ま
す
。将
来

的
に
は
既
設
の
ト
ン
ネ
ル
を
西
向
き
、新
設

し
た
ト
ン
ネ
ル
を
東
向
き
に
す
る
４
車
線

化
を
実
現
し
ま
す
。

【
日
時
】５
月
24
日
㈯
15
時
か
ら（
予
定
）

【
名
称
】白
鳥
ト
ン
ネ
ル（
既
設
の
ト
ン
ネ
ル

と
も
に
同
名
）

【
そ
の
他
】ト
ン
ネ
ル
開
通
に
合
わ
せ
、プ
レ

イ
ベ
ン
ト
を
5
月
13
日
㈫
に
赤
れ
ん
が
１

号
棟
前
広
場
で
開
催
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。下
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、国
・
府
事
業
推
進
課（
☎
66
・

1
0
4
7
）へ
。

　
市
内
の
公
的
病
院
な
ど
地
域
医
療
機
関
に

医
師
と
し
て
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る
大
学
生

や
大
学
院
生
な
ど
に
対
し
、研
修
や
修
学
に

か
か
る
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

【
貸
与
月
額
】月
額
15
万
円（
産
婦
人
科
や
小

児
科
、小
児
外
科
の
診
療
に
従
事
す
る
か
従

事
す
る
意
思
が
あ
る
場
合
は
月
額
20
万
円
）

【
申
し
込
み
方
法
】6
月
10
日
㈫
ま
で
に
申
請

書（
地
域
医
療
課
に
備
え
付
け
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵

送
か
持
参
で
地
域
医
療
課
へ
。書
類
・
面
接

審
査
に
よ
り
貸
与
者
を
決
定
し
ま
す
。詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
そ
の
他
】貸
与
期
間
と
同
じ
期
間

勤
務
す
る
と
返
還
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
地
域
医
療
課（
☎
66
・
1 

0
5
1
）へ
。

　
介
護
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、利
用
者
の
疑

問
や
相
談
を
聞
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
員

を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
】市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
介
護
に
関

心
が
あ
り
、週
1
回
程
度
の
活
動
や
市
指
定

の
研
修
に
参
加
で
き
る
人（
面
接
に
て
選
考
）

【
申
し
込
み
方
法
】５
月
２
日
㈮
～
16
日
㈮

に
所
定
の
用
紙（
高
齢
者
支
援
課
と
西
支
所

に
備
え
付
け
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵

送
か
持
参
、フ
ァ
ク
ス
で
同
課
へ
。詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。
下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
そ
の
他
】説
明
会
を
５
月
13
日
㈫
13
時
か
ら

市
役
所
で
実
施
。事
前
申
し
込
み
不
要
。

▼
詳
し
く
は
、高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１

０
１
３
、ＦＡＸ
62
・
７
９
５
７
）へ
。

戸
籍
に
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
ま
す

こ
ど
も
・
若
者
の
居
場
所
づ
く
り　

支
援
事
業
費
補
助
金

文
化
財
な
ど
の
保
全
事
業
に
補
助

介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
員
を
募
集

監
査
結
果
な
ど
の
閲
覧

市の人口と世帯数 人口 74,013 人（‐753 人）　世帯  33,461 世帯（‐333 世帯）
男  37,040 人（‐496 人）　女  36,973 人（‐257 人）※令和 7 年４月１日現在の推計人口。（　）内は前月比

新
し
い
ト
ン
ネ
ル
の
供
用
が
開
始

　舞鶴鎮守府開庁とともに建設された「桂貯水池（与保呂浄水場）」
の水を、飲料水として舞鶴鎮守府初代司令長官東郷平八郎元帥に
ちなんだネーミングで売り出しています。
　桂貯水池は、市内の近代化遺産で初めて国の重要文化財に指定
され、近代水道百選にも選ばれています。今も市民の皆さんに「舞
鶴のおいしい水」を供給しています。
　【販売価格】180 円（税込み）
　【販売場所】赤れんが３号棟
　　　　　　  まいづる観光ステーション（西舞鶴駅内）

復活！「東郷源水」　　　　　　　　　

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

【問い合わせ】文化振興課（☎68･9236）

こ
ど
も
・
若
者
の
善
行
表
彰
候
補
者

を
募
集

J
‐
A
L
E
R
T
緊
急
情
報
伝
達　

訓
練
を
実
施

地
域
医
療
確
保
奨
学
金
の
貸
与
者
を

募
集

し
ぜ
ん
観
察
会
と
対
話
集
会

空き家や災害対策に備える住宅に各種補助
�空き家の除却に補助

【対象】都市計画区域内の木造住宅で、個人が所有し、
国の基準による不良住宅と判断される空き家
�がけ地などに近接した住宅の除却に補助

【対象】土砂災害特別警戒区域などに建つ移転前に居住
していた住宅
�土砂災害に対して安全な構造とする改修に補助

【対象】土砂災害特別警戒区域に建つ住宅や塀
�耐震診断や耐震改修に補助

【対象】昭和 56 年 5 月 31 日以前に建てられた木造住宅
❖耐震診断士を派遣（費用は 3,000 円）

❖耐震改修費用の助成
・本格改修…改修後の評点が 1.0 以上となる耐震工事
・簡易改修…屋根の軽量化や耐震壁増設などの工事
・耐震シェルター設置…住宅内に耐震シェルターを設
   置する工事

《共通》【申し込み方法】5 月７日㈬～ 30 日㈮に専用用
紙に必要な書類を添えて、住宅課へ。申し込み多数の
場合は抽選。募集戸数に達しない場合は、引き続き先
着で受け付け。補助金額や募集戸数など詳細は、市ホー
ムページで確認を。右コードからアクセス可。

【問い合わせ先】住宅課（☎66・1050）
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